
第二次諏訪大戦～東方風闇光～

台風X号

タテ書き小説ネット Byヒナプロジェクト

http://pdfnovels.net/



1

注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
第
二
次
諏
訪
大
戦
～
東
方
風
闇
光
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
１
７
６
Ｏ

【
作
者
名
】

　
台
風
Ｘ
号

【
あ
ら
す
じ
】

　
東
方
風
神
録
、
東
方
闇
鈍
神
、
東
方
光
曝
散
で
登
場
す
る
神
々
の
争
い
と
和

解
。
原
因
は
、
信
仰
摩
擦
か
、
手
合
わ
せ
か
？
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卆
陀
は
、
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
に
言
っ
た
。

「
ど
こ
に
行
く
の
で
す
か
？
」

「
諏
訪
だ
。
ち
ょ
っ
と
あ
ち
ら
の
神
と
遊
び
た
く
な
っ
て
な
。
」

第
二
次
諏
訪
大
戦
～
東
方
風
闇
光
～

原
作
　
上
海
ア
リ
ス
弦
楽
団
　
台
風
Ｘ
号
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ

念
死
彩
楼
で
も
オ
ニ
ガ
ミ
様
と
呼
ば
れ
て
い
る
竜
暫
が
動
き
出
し
て
い
た
。

「
さ
て
、
幻
想
郷
に
で
も
顔
を
出
し
に
行
く
か
？
」

諏
訪
子
と
早
苗
は
、
嫌
な
予
感
を
し
て
い
た
。

「
ど
う
し
た
ん
だ
？
そ
ん
な
青
ざ
め
た
表
情
を
し
て
？
」

神
奈
子
も
少
し
な
が
ら
殺
気
を
感
じ
て
い
た
。

セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
を
目
撃
し
た
の
は
、
秋
穣
子
だ
っ
た
。

「
あ
れ
っ
て
、
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
？
」

セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
は
、
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
を
取
り
だ
し
た
。

「
聖
十
字
　
美
し
い
グ
ラ
ン
ド
ク
ロ
ス
」
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秋
の
実
り
と
秋
の
紅
葉
を
破
壊
し
な
が
ら
弾
幕
が
襲
っ
て
き
た
。

「
あ
あ
ー
、
私
の
力
が
・
・
・
」

鍵
山
雛
は
、
厄
を
シ
ー
ル
ド
に
し
て
守
っ
た
。

卆
陀
は
、
射
命
丸
と
犬
走
椛
と
戦
っ
て
い
た
。

「
仏
教
魔
法
　
最
高
の
大
仏
落
と
し
」

射
命
丸
は
、
大
仏
の
下
敷
き
に
な
っ
た
。

「
身
動
き
が
取
れ
な
い
・
・
・
」

椛
は
、
剣
で
攻
撃
を
し
よ
う
と
し
た
が
、
卆
陀
の
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
に
吹
き
飛
ば

さ
れ
た
。

「
何
と
い
う
パ
ワ
ー
な
ん
だ
・
・
・
」

二
人
は
、
失
神
し
て
い
る
こ
と
を
卆
陀
は
確
認
を
終
え
た
。

セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
は
、
秋
姉
妹
を
怖
が
ら
せ
た
後
、
雛
を
悶
絶
さ
せ

た
。

「
ふ
ぅ
ー
、
十
字
架
の
怖
さ
を
思
い
知
っ
た
か
！
」

神
奈
子
と
諏
訪
子
と
早
苗
は
、
に
と
り
を
呼
び
出
し
て
、
警
戒
態
勢
に
入
っ
て

い
た
。
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「
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
と
卆
陀
に
は
、
警
戒
し
な
い
と
ま
ず
い
か
ら
。
」

し
か
し
、
彼
女
達
は
知
ら
な
い
す
ぐ
近
く
に
さ
ら
な
る
神
が
い
る
こ
と
を
。

セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
と
卆
陀
が
襲
っ
て
き
た
。

「
き
た
わ
！
」

そ
の
時
、
突
然
別
の
方
向
か
ら
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
を
唱
え
る
声
が
し
た
。

「
な
に
、
あ
っ
ち
に
も
い
た
の
？
」

「
竜
暫
か
、
こ
れ
は
凄
く
面
白
い
神
の
闘
い
に
な
り
そ
う
だ
。
」

神
奈
子
は
、
竜
暫
と
戦
い
、
に
と
り
と
諏
訪
子
は
、
卆
陀
と
戦
い
、
早
苗
は
、

セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
と
闘
い
を
し
始
め
た
。

其
々
の
闘
い
は
神
の
死
闘
と
な
っ
た
。

竜
暫
と
諏
訪
子
と
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
は
、
か
つ
て
神
奈
子
と
諏
訪
子

が
争
っ
た
場
所
で
争
っ
て
い
た
。

他
の
み
ん
な
は
、
気
絶
し
て
い
た
。

「
土
着
神
　
宝
永
四
年
の
赤
蛙
」

「
十
字
爆
　
神
へ
の
冒
涜
を
許
す
ま
じ
」

「
鬼
虹
　
残
酷
な
最
強
の
高
気
圧
」
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三
つ
の
弾
幕
が
な
ん
だ
か
の
勢
い
で
大
爆
発
し
た
。

そ
し
て
、
闘
い
が
終
わ
っ
た
。

「
こ
ん
な
闘
い
な
ん
て
二
度
と
や
ら
な
い
ほ
う
が
い
い
か
も
な
。
」

竜
暫
は
、
第
二
次
諏
訪
大
戦
を
き
っ
か
け
に
相
互
の
信
仰
を
行
う
と
い
う
条
約

を
結
ぶ
こ
と
に
し
た
。

こ
う
し
て
、
第
二
次
諏
訪
大
戦
は
、
終
結
し
た
。

こ
の
東
方
風
闇
光
で
登
場
す
る
テ
ー
マ
曲

第
二
次
諏
訪
大
戦
勃
発
！
！

ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
神
様

神
々
の
大
死
闘
～
ｇ
ｏ
ｄ
 

ｆ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
 

ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
～
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（
後
書
き
）

ど
う
で
し
た
か
、
最
後
は
急
展
開
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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